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レキシコン - Michael Kühnen 

144 「価値観の理想主義 
 価値観の理想主義が、国家社会主義者の倫理観、生活態度としての国家

社会主義を特徴づけています。この価値的観念論へのコミットメントに

よって、国家社会主義は、ブルジョアやキリスト教の道徳や退廃的な唯物

論（ブルジョアジー、キリスト教、退廃も参照）から妥協することなく分

離し、ヨーロッパの何千年にもわたる観念論の伝統に自らを置き、その頂

点であり完成形であるとした。 

この観念論は、哲学や宗教の思想体系の観念論ではなく、価値の観念論で

あり、人間の生は、小さく限定された自我を超え、それを通して輝く、倫

理的に質の高い思想のために身を置くときにのみ、価値と意味を持つと認

識する生活態度なのである。今日の自由資本主義、ブルジョア・マイナス

世界のヨーロッパの退廃は、あらゆる価値と思想の分解と倒錯をもたらし

たので、価値観念論の生活態度を強制し、それによって新秩序への道を開

くために、国家社会主義から発せられる革命が必要とされているのであ

る。 

価値観念論は、価値観の階層を認めます。その頂点は、種の保存と発展に

対する人間の責任であり、自然科学に基づく生物学的ヒューマニズムに

よって確立されています。したがって、「共通善は自己利益に優先する」

は、価値観念論による国家社会主義の倫理学の基本法則であり、そこから
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他のすべての個人および超人的価値が派生しています。このように、国家

社会主義は、共同体をすべての思想の中心に据えている。このように国家

社会主義は、すべての思考、感情、行動の中心に共同体を置き、常に個人

を共同体の一員として理解する。 

価値観の理想主義は、自分の種と性質に従って生きる人間、労働者、自由

でありながら自発的に共同体に縛られる国家社会主義者の人格のタイプを

形成する。労働者タイプは、政治的意識の高い兵士（Soldatentum参照）の

中でより鮮明に表現され、最後に指導的同志である総統（Führerprinzipと

Elite参照）の中で表現されます。 

国家社会主義にとって、労働者であること、兵士であること、指導者であ

ることは、階級や層ではなく、共同体の中で、共同体のために生きるとい

う同じ国家社会主義の態度の異なる表現なのだ。このようにして、新秩序

を特徴づける人間の型が生まれ、その完成形が、総統の言葉によれば、人

種と人格の最高の価値の体現者として成熟する未来の人々なのである。 

価値理想主義とは自由であり、もはやブルジョア的な「からの」自由では

なく、個人の生活を意義で満たし、種の保存と発展を可能にし、それを促

進する「のための」自由なのである。この自由と共同体は、個人の自己認

識と自己実現によってもたらされるものであり、個人は国家に束縛された

人格となり、国家共同体の中で、国家共同体のために働く者となるので

す。 

このように、共同体、自由、人格の発展が価値観念論の基本的な価値であ

り、内容である。それらは、国家社会主義者の労働者、兵士、指導者のタ

イプの中に、そして女性の間では母親のタイプの中に、具体化と多様な表

現を見出す（「母性」を参照）。このようにして、価値観念論は、支配的

なマイナス世界の退廃的な価値相対主義を克服するのである。 

  

145 「価値相対主義 

 退廃は、あらゆる高等文化の繁栄と生存に対する致命的な脅威である。

アーリア人（「アーリア人」を参照）の種族と自然に即した本来の伝統的

な先進文化では、この危険性は、意志の絶え間ない緊張、より高い価値を
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約束する貴族の倫理、そしてすべての階級と領地を形成し決定する儀式を

伴う伝統によって対抗された。アーリア人の性質と文化が永久に疎外され

るようになったのは、ユダヤ教の無霊性が浸透したキリスト教を通してで

あった。その教条主義は、自然や種族に沿った伝統や儀式を打ち壊すもの

だった。 

キリスト教の権力主張が崩壊して以来、その結果、民族全体の退廃が、あ

らゆる古い価値観を崩壊させ破壊する、ますます過度な物質主義に現れて

いる。その結果、無関心となり、もはや何も拘束されない内なる支えが欠

如してしまうのです。しかし、これは価値相対主義の特徴であり、退廃的

な秩序の最も重要な症状の一つである。この価値相対主義は、リベラリズ

ムのイデオロギーを基盤とする欧米型の近代民主主義国家で特によく繁栄

している。 

価値相対主義は、ユダヤ・キリスト教やブルジョア道徳（ブルジョアジー

参照）という、いずれにせよ種や自然とは異質の価値を、イデオロギーと

化した無心によって分解するものだ。このような古い価値観にはもう戻れ

ないのです。したがって、国家社会主義の革命は、価値の再評価と再創造

を通じて、種と自然に即した価値理想主義の倫理によって、価値相対主義

を克服するものなのである。そうすることで、国家社会主義は、価値相対

主義の沼地に対して、他のすべてのものはそこから派生する最高の拘束力

をもつ価値への無制限かつ完全なコミットメントを設定するのである。民

族と種族に応じた生存とより高い発展。 

  

146 - WERWOLF 
ドイツの国家社会主義では、武装した政治闘争のことを「人狼」という。

それは、帝国の弱体化、地方支配者の恣意、外国軍による占領などの時代

に、「人狼」と名乗る男たちが、武力闘争とフェーメの秘密裁判権によっ

て、民衆の法と自由を守った中世ドイツの歴史にさかのぼる。第三帝国の

国家社会主義指導部は、戦争末期にこの古くからの伝統を受け継ぎ、ドイ

ツ国内に進出してきた第二次世界大戦の敵国に対するパルチザン闘争を組

織しようと努めたのである。1945/56年のJdFのこのパルチザン運動は「狼

男」と呼ばれ、同名のラジオ局、独自の新聞、ビラによって降伏まで支援
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された。ワーウルフの闘いがようやく終わったのは、1946/56年のJdFの前

半である。 

戦後から今日に至るまで、ナチスの禁止と国家社会主義の弾圧を鑑み、新

世代の国家社会主義から、人狼のスローガンのもとに武装闘争を組織しよ

うとする個人や集団が繰り返し出現している。新前線の思想共同体は、人

狼に対して次のようなスタンスで臨んでいる。 

真の人民的共同体の創造は、国家社会主義ドイツ労働者党の中心的な政治

目標を表し、党が獲得し、闘わなければならない党に対する大衆の信頼を

通じて、人民の同意とその自由意志によってのみ可能となるものである。

もし、党が、多数意見が自由に形成され表現されるべきであり、権力奪取

の唯一の前提は自由な選挙で多数派を獲得することであるという原則を堅

持する西欧型の民主主義で活動できるならば、民主主義の手段による法的

革命のための闘いを主導し、武力抵抗を拒否します。しかし、党が禁止さ

れ迫害されれば、自由のための武力闘争は倫理的に正当化される。このこ

とは、占領者の恩恵によって、今日のドイツの3つの構成国のすべてにお

いて、間違いなくそうである。 

しかし、倫理的に正当であることは、戦術的に必須であることを自動的に

意味するものではない。迫害と禁止にもかかわらず、FRGとオーストリア

連邦共和国の自由資本主義のシステムは、少なくとも、自由のための政治

闘争の組織化と党の再建のために、いくらかの余裕を与えている。この余

裕は、新戦線の戦線組織や大衆組織の合法的な組織活動や、NSDAP/AOの

違法な宣伝活動を通じて、利用されなければならないし、利用されてもい

る。追加的な武装闘争-人狼-の組織は、現在の歴史的状況において、自由

のためのこの闘いを促進することはできず、妨げ、麻痺させるだけであ

る。 

人狼は現在、人民の理解も支持も得られず、最良の同志を闘争の決定的な

最前線から無意味に遠ざけ、危険にさらし、ついには短時間で犠牲にする

ことになるのです。現在の国家社会主義運動は、ドイツにおける武装闘争

を組織化する試みにおいて、干からびてしまうだろう。だからこそ、人狼

は現在のところ、新戦線やNSDAP/AOの戦略や戦術の一部ではないのだ。

人狼の唯一の前提条件は、他の活動をもはや許さない完全な迫害、およ
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び/または、武装闘争が大衆に歓迎され支持されるほど人々の間で強い不

満が高まることである。 

 

147 - WILLE 

 国家社会主義は、自然法則によって決定される生命の現実を基礎として

いる。これらの生命の法則のうち最も重要なものは、すべての生命体や種

に等しく適用される、遺伝、分化、生存競争とその結果としての淘汰であ

る（エリートを参照）。 

しかし、人間という種は、自由意志を持つ唯一の既知の生命体であり、し

たがって、たとえ退廃と最終的な種の死を代償にしたとしても、生命の法

則に逆らってでも一時的に生きることができるのである。したがって、人

類の種の保存と発展は、一般的な本能や反射神経によって確保されるもの

ではなく、種と自然に従って生きようとする意識的な意志が必要なのであ

る。このため、アーリア人種の保存と発展を主目的とする国家社会主義で

は、意志が重要な概念の一つとなっている（「アーリア人」を参照）。 

もちろん、このことは、何よりも生活態度としての国家社会主義、すなわ

ち価値観念論の倫理にかかわることである。国家社会主義は、意志のある

人間を養成する。認識、意志、行為が一体となった人格（ハイルも参

照）。知識は、国家社会主義の科学的知識論、生物学的人文主義によって

可能になる。行いは、新秩序のための意識的闘争の中に意味と完成を見い

だすのだ。 

しかし、知識は実を結ばないままであり、人間の生存のための闘いは、意

志なしには考えられないのです意志がなければ何も考えられず、世界も人

生も無価値で無意味なものに沈んでしまうのです。しかし、意志は-自然

の法則の枠内で-あらゆることが可能です。意志は新しい世界を創造し、

人間の人生に意味と価値を与える。 

人間は共同体的存在であるから、その種の保存と発展にも共同体の意志が

必要である。それは、個々の同志のすべてのエネルギー、力、意志を総動

員して束ね、それらを組織し、共通の目標に向かって方向づける意志の担

い手を必要とするのである。このウィルキャリアが国家社会党（国家社会

主義ドイツ労働者党を参照）なのだ! 
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党は、必要かつ基本的な意志の共同体であり、したがって、国家と帝国と

いう偉大で包括的な意志の共同体の組織的・政治的前衛であり、それは党

によって闘われ、形成され、担われるのである。国家社会主義者の世界と

人生 - これらだけが、自然の生命の永遠の法則と彼自身の自由意志であ

る。 

  

148 - ターンオブタイム 
 真の革命とは、あらゆる価値観を再評価し、生活態度、基準、思想を変

え、新しい世界、新しい時代をもたらすことである。革命とは、時代の転

換点なのですそのため、革命は通常、暦の変更、あるいは少なくともその

試みと関連している。 

キリスト教の革命では「キリストの誕生後」の暦が作られ、啓蒙主義の革

命では「共和国の年」という暦が作られ、フランス共和国の公布から始ま

る予定だったが、ナポレオンによってわずか数年で廃止された。また、イ

タリア・ファシズムは、1922年のローマ進軍に始まる「ファシスト時代」

の年数を数え、ファシスト党による政権奪取につながったことも触れてお

く必要がある。 

国家社会主義は、現代の決定的な革命であり、新秩序につながる時代の転

換を告げるものである。この国家社会主義の時代の転換の実際の革命的内

容は、政治における生物学的思考であり、それは生物学的ヒューマニズム

の科学的認識論に由来し、新しい倫理、価値観念論の人生に対する態度を

伴うものである。 

このような時間の転換によって形作られる生命は、遺伝、分化、生存競争

といった生物学的な自然法則と、共同体に対する倫理的な意志を意識的に

志向しているのである。したがって、アーリア人が住んでいるところの国

家社会主義の世界運動も、この時代の転換点を新しい暦で表現し象徴して

いることは自明である。この時間計算は、国家社会主義の世界観と党の創

造者、時間の回転者、アーリア人種の救済の担い手（ハイルも参照）、す

なわち総統 A D O L F H I T L E R の巧妙な個性を指しています ! 

新しい時代はアドルフ・ヒトラーの誕生によって始まった。彼の名におい
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て、それは新秩序として形づくられるだろう。したがって、1989年4月20

日-総統の誕生日-に、世界中のすべての国家社会主義者にとっての第1回

「総統の年」（JdF）が始まり、それとともに国家社会主義者のカレン

ダーも始まるのである。 
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